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国
民
投
票
法
の
参
院
本
会
議

で
の
強
行
採
決
に
抗
議
し
、
憲

法
改
悪
反
対
の
大
運
動
を
巻
き

起
こ
す
５
・
１６
中
央
行
動
が
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
の
３
２
０

０
人
の
大
集
会
で
ス
タ
ー
ト
。

集
会
後
、
国
会
へ
デ
モ
行
進
し

て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

憲
法
改
悪
反
対
共
同
セ
ン
タ

ー
な
ど
が
主
催
し
た
も
の
で
、

開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高
田

公
子
新
日
本
婦
人
の
会
々
長

は
、「
改
憲
手
続
き
法
案
は
通

り
ま
し
た
。し
か
し
み
な
さ
ん
、

改
憲
派
が
ど
ん
な
仕
掛
け
を
つ

く
ろ
う
と
も
、
国
民
の
多
数
が

ノ
ー
と
い
え
ば
憲
法
を
変
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
さ
に

た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら
が
本

番
。憲
法
改
悪
反
対
の
一
点
で
、

国
民
の
ゆ
る
ぎ
な
い
多
数
派
を

つ
く
る
た
め
に
、
今
日
、
こ
の

集
会
を
新
た
な
出
発
点
と
し

て
、
た
た
か
い
に
立
ち
上
が
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

の
市
田
忠
義
書
記
局
長
も
、
靖

国
派
が
台
頭
す
る
今
の
安
倍
政

権
の
憲
法
改
悪
は
国
民
の
反
対

運
動
で
は
ね
か
え
そ
う
と
訴
え

ま
し
た
。
自
由
法
曹
団
の
代
表

が
、
教
員
や
公
務
員
の
投
票
に

関
す
る
運
動
は
自
由
に
行
え
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
の
資
料
な
ど
を

展
示
、
戦
争
と
い
う
２０
世
紀
の

負
の
遺
産
を
、
歴
史
の
教
訓
と

し
て
次
代
に
伝
え
よ
う
と
構
想

１４
年
に
及
ぶ
「
戦
争
と
平
和
の

資
料
館

ピ
ー
ス
あ
い
ち
」
が

５
月
４
日
オ
ー
プ
ン
。
入
り
口

脇
に
、
名
古
屋
空
襲
の
犠
牲
者

供
養
の
た
め
約
６０
年
前
に
名
古

屋
市
中
区
千
早
に
建
立
、
移
設

さ
れ
た
「
平
和
地
蔵
」
が
た
た

ず
む
。
３
階
建
て
の
館
内
に
は

平
日
で
も
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
る
。
２
階
の

常
設
展
示
「
私
た
ち
の

街
の
空
襲
」「
１５
年
戦

争
」「
戦
時
下
の
く
ら

し
」
を
テ
ー
マ
に
、
招

集
礼
状
や
千
人
針
、
一

宮
、
豊
橋
、
半
田
な
ど

の
空
襲
記
録
と
被
災
者

の
証
言
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
な

ど
が
並
ぶ
。
戦
争
で
犠
牲
に

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
パ
ネ
ル

を
展
示
し
た「
命
の
壁
」の
前
に

は
、
来
館
者
が
折
り
鶴
を
折
っ

て
備
え
る
場
所
も
設
け
ら
れ
て

い
る
。
３
階
に
は
、
戦
時
中
に

射
殺
を
免
れ
た
東
山
動
物
園
の

象
を
見
に
、
戦
後
全
国
各
地
の

子
ど
も
ら
が
訪
れ
た
逸
話
を
紹

介
す
る
「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が

や
っ
て
き
た
」の
コ
ー
ナ
ー

が
あ
る
。親
子
で
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ピ
ー
ス
あ
い
ち
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
平
和
の
た
め
の
戦
争
メ
モ

リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備

会
が
運
営
し
、
正
会
員
（
年

額
６
０
０
０
円
）
と
賛
助
会

員
（
年
額
３
０
０
０
円
）
を

呼
び
か
け
、
運
営
資
金
に
あ

て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

日比谷野外音楽堂に「憲法改悪反対」とつめかけた参加者
これからが本番の運動 （＝５月１６日、中央決起集会）

〈平和資料館メモ〉
◆住所 名古屋市名東区よ

もぎ台２丁目８２０

電話０５２－６０２－４２２２

◆開館日 火曜日～土曜日

（祝日の場合も会館）

午前１１時～午後４時

◆休館日 日・月曜日

夏季休暇 年末年始

◆閲覧料 大人３００円

小中高生 １００円

◆交通案内 地下鉄東山線

「一社」駅下車 徒歩約

１３分／「上社」駅より右

回り循環バス「地あみ」

下車徒歩３分
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第
３３
回
東
海
自
治
体
学
校

憲
法
改
悪
の
シ
ナ
リ
オ

が
安
倍
政
権
の
も
と
で
進

行
す
る
中
、
５
月
２０
日
愛

知
県
勤
労
会
館
で
第
３３
回

東
海
自
治
体
学
校
が
開
か

れ
２
７
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
暮

ら
し
と
地
域
の
中
に
憲
法

を
生
か
す
、
私
た
ち
の
提

案
」

学
校
長
の
市
橋
克
哉
氏
（
東

海
自
治
体
問
題
研
究
所
所
長
）

は
、「
憲
法
が
大
き
く
変
え
ら

れ
、
国
の
あ
り
方
も
大
き
く
変

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現

在
、
格
差
の
増
大
す
る
政
治
経

済
の
も
と
国
民
が
豊
か
さ
を
実

感
で
き
ず
、
公
務
の
仕
事
を
民

間
へ
と
い
う
流
れ
が
加
速
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
、
地

方
自
治
体
に
暮
ら
す
私
た
ち
は

お
互
い
に
交
流
学
習
し
、
将
来

を
展
望
す
る
こ
と
の
で
き
る
も

う
ひ
と
つ
の
道
を
さ
ぐ
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
犬
山
市

今
井
に
あ
る
「
今
井
あ
ん
き
の

家
」
施
設
長
の
村
田
恵
子
さ
ん

か
ら
憲
法
２５
条
を
を
は
じ
め
各

種
法
律
の
学
習
や
協
力
共
同
で

こ
と
に
あ
た
る
大
切
さ
な
ど
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
豊
橋
市
職

労
の
山
田
章
さ
ん
か
ら
、
東
三

河
地
域
の
問
題
を
考
え
る
２
０

０
０
人
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
、東
京
新
聞（
中

日
新
聞
東
京
本
社
）
論
説
主
幹

の
山
田
哲
夫
氏
は
、
今
年
の
元

旦
の
社
説
「
新
し
い
人
間
中
心

主
義
」
〜
年
の
は
じ
め
に
考
え

る
〜
を
書
い
た
い
き
さ
つ
を
紹

介
。
戦
後
最
長
の
景
気
拡
大
、

企
業
空
前
の
高
収
益
な
ど
の
も

と
で
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
２

０
０
万
人
を
超
え
、
平
均
年
収

１
４
０
万
円
。
若
い
世
代
が
希

望
を
持
て
な
い
国
に
未
来
は
な

い
。
行
き
過
ぎ
の
市
場
原
理
主

義
に
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人

間
性
が
復
活
し
、
資
本
や
カ
ネ

で
な
く
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
が
息
づ
く
社
会
を
選
択
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
警

鐘
を
な
ら
す
意
味
か
ら
書
か
れ

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。
最
後
に
憲
法
が
国
家
権
力

の
足
か
せ
と
な
る
よ
う
に
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、「
憲

法
９
条
の
平
和
主
義
と
戦
争
放

棄
」
な
ど
は
崩
せ
な
い
と
明
快

な
口
調
で
語
り
参
加
者
の
大
き

な
共
感
を
よ
び
ま
し
た
。

資
本
や
カ
ネ
で
な
く
、新
し
い

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
息
づ
く
社
会
を

東
京
新
聞
・
論
説
主
幹

山
田

哲
夫
氏

基調講演する山田氏
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５
月
１２
日
に
開
催
し
た
、
第

１４
回
自
治
労
連
愛
知
県
本
部

囲
碁
将
棋
大
会
は
、
５
単
組
・

３０
人
が
出
場
。

Ａ
の
部
（
有
段
）、
Ｂ
の
部

（
級
）
に
分
け
て
対
戦
。
東
海

北
信
ブ
ロ
ッ
ク
出
場
権
は
Ａ
の

部
上
位
三
位
ま
で
の
入
賞
者
。

県
本
部
大
会
議
室
を
会
場
に
白

熱
し
た
緊
張
感
あ
る
対
局
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
に

続
き
プ
ロ
棋
士
を
お
招
き
し
、

囲
碁
・
加
藤
祐
輝
５
段
と
将
棋
・

中
山
則
男
６
段
に
よ
る
指
導
対

局
も
行
い
、
参
加
者
か
ら
「
こ

の
指
導
対
局
が
楽
し
み
で
参
加

し
た
」「
さ
す
が
プ
ロ
。
自
分

の
指
し
手
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
も
ら
い
勉
強
に
な
っ

た
」
な
ど
好
評
で
し
た
。

囲
碁
Ａ
の
部
は
断
ト
ツ
の
強

さ
で
激
戦
を
制
し
た
鳥
居
信
一

さ
ん
（
豊
川
市
職
労
）
が
優
勝

し
ま
し
た
。
将
棋
Ａ
の
部
は
底

力
を
見
せ
て
福
島
隆
夫
さ
ん

（
名
水
労
）
が
激
戦
を
制
し
優

勝
し
ま
し
た
。
囲
碁
Ａ
の
部
、

将
棋
Ａ
の
部
の
三
人
は
６
月
２３

日
の
東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

に
全
国
大
会
出
場
を
か
け
て
奮

闘
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
７
月
６
日
〜
７
日

に
神
奈
川
県
湯
河
原
町
「
杉
の

宿
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

５
月
１２
日
西
尾
市
職
と
瀬
戸

市
職
労
女
性
部
の
３
回
目
の
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
瀬
戸
市
東
部
の
赤

津
地
区
、
窯
の
里
め
ぐ
り
と
万

博
瀬
戸
会
場
跡
、
あ
い
ち
海
上

の
森
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し

た
。
窯
の
里
め
ぐ
り
で
は
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
な
が

ら
、
窯
元
を
め
ぐ
り
窯
か
ら
出

た
ば
か
り
の
作
品
を
見
せ
て
も

ら
い
、
直
接
説
明
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
交
流

会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が

抱
え
て
い
る
問
題
が
出

さ
れ
、
改
め
て
「
今
、

女
性
が
が
ん
ば
ら
な
く

て
は
」
と
お
互
い
に
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。

万
博
が
終
わ
り
、
海

上
の
森
、
大
正
池
は
散

策
を
す
る
人
が
増
え
、

本
来
の
静
け
さ
を
取
り

戻
し
た
よ
う
で
し
た
。

瀬
戸
会
場
跡
地
は
、

あ
い
ち
海
上
の
森
セ
ン
タ
ー
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で

今
後
の
課
題
は
あ
る
よ
う
で

す
。今

回
も
女
性
な
ら
で
は
の

「
楽
し
く
、
た
め
に
な
っ
て
得

を
し
た
」
交
流
で
し
た
。
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西西尾とと瀬瀬戸戸のの女性性部部交交流流

囲碁Ａ入賞の左から杉山さん、鳥井さん、小林さん

海上の森散策「大正池」前でポーズ�

将棋Ａ入賞の左から安富さん、福島さん、鈴木さん

９
４
０
号
の
答
え
は
「
カ
フ

ン
シ
ョ
ウ
」
で
し
た
。
２６
通
の

応
募
が
あ
り
２３
人
の
方
が
正
解

で
し
た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。

八
木

里
美（
瀬
戸
市
職
労
）

尾
崎

弘
明（
蒲
郡
市
職
）

日
々
野
順
子（
学
事
労
）

河
合
み
ど
り（
名
古
屋
市
職
労
）

本
田
真
由
美（
名
古
屋
市
職
労
）

中
村
由
起
子（
豊
橋
市
職
労
）

加
藤

道
代（
名
古
屋
市
職
労
）

羽
田

春
美（
犬
山
市
職
労
）

吉
本
小
枝
子（
春
日
井
市
職
労
）

山
本

淳
哉
（
知
立
市
職
労
）

◆
最
近
、
職
場
の
女
性
た
ち
が

ホ
ッ
ト
・
ヨ
ガ
に
は
ま
っ
て
い

ま
す
。
ヨ
ガ
に
行
っ
た
次
の
日

の
朝
は
、「
汗
を
か
い
た
」「
気
持

ち
よ
か
っ
た
」「
身
体
が
軽
く

な
っ
た
」な
ど
と
、
ワ
イ
ワ
イ
、

ガ
ヤ
ガ
ヤ
情
報
交
換
で
に
ぎ
や

か
で
す
。
会
員
が
急
増
中
で
、

教
室
が
一
つ
で
き
る
勢
い
で
す

（
伊
藤
國
子
・
名
古
屋
市
職
労
）

◆
５
月
１４
日
に
国
民
投
票
法
が

成
立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
３

年
後
に
発
議
が
可
能
と
の
こ

と
。
い
よ
い
よ
現
実
味
を
お
び

て
き
ま
し
た
。
九
条
を
守
ら
ね

ば
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た

（
下
村
茂
美
・
名
古
屋
市
職
労
）

囲碁Ａの部
優勝 鳥居 信一

（豊川市職労）
二位 杉山 満（名水労）
三位 小林 哲広

（名古屋市職労）

将棋Ａの部
優勝 福島 隆夫（名水労）
二位 鈴木 栄児

（名古屋市職労）
三位 安富 徹

（名古屋市職労）

囲碁Ｂの部
優勝 大矢 晃

（名古屋市職労）
二位 福井 康浩

（豊橋市職労）
三位 良 光裕

（名古屋市職労）

将棋Ｂの部
優勝 伊藤一二三

（名古屋市職労）
二位 犬飼 参好（名水労）
三位 佐藤 昌宏

（名古屋市職労）
〈敬称略〉

ク
イ
ズ
の

ツボの話

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者

寝
付
き
が
悪
い
と
き
に

刺
激
す
る
ツ
ボ

鍼
灸
師

伊
藤
直
子

自
治
体
一
般
米
山
寮
分
会

（
５
月
１０
日
）

執
行
委
員
長

藤
井
由
香
里

副
執
行
委
員
長

平
野

正
一

書

記

長

�
野

由
美

な
ご
や
介
護
福
祉
労
組

（
５
月
１９
日
）

執
行
委
員
長

神
谷
喜
和
子

副
執
行
委
員
長

津
山
美
千
子

〃

舟
橋

薫

〃

岡
田

康
子

書

記

長

横
江

厚
子

自
治
体
一
般
安
城
ヘ
ル
パ
ー
分

会

（
５
月
２０
日
）

執
行
委
員
長

横
山

恵
子

副

委

員

長

松
本
真
奈
美

〃

竹
内

一
美

書

記

長

杉
山

裕
美

〃

山
本
真
利
子

６
月
１１
日
は
「
入
梅
（
に
ゅ

う
ば
い
）」
で
す
。
こ
れ
か
ら

夏
に
か
け
て
湿
気
が
多
く
、
む

し
暑
い
日
が
続
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。「
梅
雨
寒
」
と
い
っ
て

急
に
寒
く
な
る
日
が
あ
る
な

ど
、
気
温
の
変
化
が
意
外
に
激

し
い
時
期
で
す
。
体
を
冷
や
さ

な
い
よ
う
に
、
注
意
し
ま
し
ょ

う
。む

し
暑
さ
か
ら
寝
つ
き
が
悪

く
な
っ
た
り
、
夜
中
に
何
度
も

目
が
覚
め
た
り
す
る
な
ど
、「
よ

く
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

悩
む
の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。

こ
ん
な
時
は
「
失
眠
（
し
つ

み
ん
）」
の
ツ
ボ
を
刺
激
し
て

く
だ
さ
い
。
失
眠
は
両
足
裏
の

か
か
と
の
中
央
に
あ
り
ま
す
。

左
右
の
ツ
ボ
を
指
で
押
し
た

り
、
握
り
こ
ぶ
し
で
た
た
い
た

り
し
て
く
だ
さ
い
。

手
な
ど
と
違
っ
て
硬
い
と
こ

ろ
な
の
で
、
指
圧
棒
や
ボ
ー
ル

ペ
ン
な
ど
で
押
し
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
神
経
を
休
ま
せ
て
、

眠
気
を
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

さ
ら
に
仰
向
け
に
寝
て
、
複

式
呼
吸
で
鼻
か
ら
息
を
吸
い
、

臍
下
丹
田（
せ
い
か
た
ん
で
ん
、

へ
そ
の
下
あ
た
り
の
こ
と
）
に

た
め
て
、
ゆ
っ
く
り
と
口
か
ら

は
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
数
回

繰
り
返
す
う
ち
に
、
眠
気
に
誘

わ
れ
ま
す
。

失
眠
は
ひ
ざ
が
痛
む
時
に
も

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
梅
雨
の

時
期
に
ひ
ざ
の
痛
み
で
悩
む
人

は
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お

き
ゅ
う
で
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

６
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


